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我が国農村に於ける青少年結核の疫学的様相は戦前と戦後に於て如何なる推移を辿って来た
か，叉 Calmette以来長い間研究課程にあった B.C. G.の接種が漸く法制化の機運に立ち
到り，之を広く国民に実施せしめんとする場合に，前記疫学的様相に如何な.る影響を及ぼすも
のか，此の基礎的調査を同時に研究する目的を以って著者は千葉県五井保健所に於て，石川教
授指導の下に昭和.21年より 23年迄5町 16村，即ち五井町，八幡町，牛久町，鶴舞町，姉崎町，
千種村，東海村，菊間村，湿津村，市東村，市原村，市西村，養老村，戸田村，平之村，富山
.村，高滝村，里見村，白鳥村，海上村に於ける 8-.-30才迄の青少年約4万人を対象として，以
上の課題に対して研究に著手し，以下の如き結論を得た。その内容は次の如くである。
①戦前昭和 11~20年迄過去 10 ヵ年に亘る前記
5町 16カ村に於ける衛生史，出生率，死亡率，疾病 
の概要を研究し，以って結核の疫学的様相を次の知
く明らかにした。
(a)前記 5町 16村に於ける過去 10カ年の平均 1 
カ年出生率，並びに死亡率は人口万対 244.3と139.5 
で，出生は死亡の1.8倍で全国平均に比し， 出生は
栴々劣るが死亡は全国平均並である。之を死因別
に於て見ると，過去 10ヵ年平均 1カ年人口万対脳
溢llI17.7で最も高<，胃腸炎 17.0，肺炎 14.1，全結 
核症 13.5の順となって，日本全国平均と比較すると
大体同じ傾向をとる。
(b)過会 10ヵ年の平均万対結核死亡は 13.5で，
全国平均 18.8に比べれば甚だ低率である。即ち昭和
20年度が 18.9と最高を示し，昭和 21年度 14.7，22 
年度 13.6と下降し，之を年令別に見ると 5才以下が
.9.8と少しく高し、山を， 26--30才が万対 31.5と更に
高い山を示し，空国の夫れと同一傾向にある町村別
に於ては市東村の 19.3が最高で，五字問r.八幡町と
大体鉄道沿線の商工業地帯に多し、。 
② 昭和 21年 9月には，前記 5町 16村 11--20才
迄の青少年 17804名に対して結核予防会規定の型に
従いツベルグリン注射を実施し， 内 3549名が陽性
、 持原著昭和 26年 1月提出論文'
にして陽性率20.3土0.3%，14255名に対して B.C 
G.を接種した。翌 22年 9月には 8---30才迄の年令
層 28579名中陽性者は 11877名にして陽性率は 41.5
土0.29%，16762名に B.C. G.を接種し，翌 23，年 
9月には周年令層 24314名中陽性者 14149名陽性率
58.8 + 0.32%で 10，165名にB.G. G.を接種した。
以上によりB..C. G. 接種により 8~30 才迄K於け
る年令層に対し各年度毎に rVJ陽性率を上昇せし
めた。
③ 以上 3ヵ年間の「ツ j陽性者からの発病率を
見ると，明らかに B.C. G.接種に依り発病率の低
下が認められる。即ち前記21年度に於ける発病率 
は4.5+2.1%，22年度 3.4土.0.2%，23年度2.8土0.16
%と低下し，更に之を年令別に見ると， 16"""-20才迄 
の年令層に於て B:C. G.接種により「ツ j陽性率
が各年度毎に最高率を示しているに反し発病率は 
昭和 21年度 4.6土 2.2%，22年度 2:5土 0.38%， 23 
年度 2.1土 0.9%を遂次低率を示している。以上に
より発病率の低下は全く B.C. G.接種の影響であ〉
ると考えられる。 
④ 8--30才の B.C. G.接種者 11983名を対象
として 1年後， 2年後は「ツJアレルギーの推移を
男女別，年令別に調査して以下の事を明らかにし
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た。 の意味のB.C~ G.未接種群ではない。而し同時期
(a) B..C. G. 接種の 1 年後の r~J 陽転率は 49.0 に未調査地域内広ある五井町に於ける石川内科調査
土 0.4%で大体諸家の発表の成績と一致する。之を の成績はB.C. G. 未接種群(初検診時 r~J 陰性〉
更に詳細に分けると，陽転中 r~J 反応(+)になっ よりの有所見率は 8.67土0.9%にして，著者の成績と
たもの 26.6土0.4%， (*)になったもの 19.9土0.35 比較するに B.C. G.未接種群よりの発病率の l/t
%， (#りになったもの 2.5土0.39%である。に相当し， B.C. G.接種の効果判定に於て諸家の
(b)一般に自然陽性率の場合低年令層，小学校児 成績を凌ぐ成果を得た。
童迄は r~J 陽性率は女子に於で高率であり，それ (b)上記B.C. G.既接種群からの発病者に対す
以後は男子に於て高率であるが，著者の成績ビ依る る病型を比較検討するに， B.C.G.未接種群よりは
と， B.C. G;接種により 20才前後迄の陽転率は女 初期結核症諸型 2.0%，肪膜炎 0.3%，慢性結核症
子に於て高率を示ヒてし、る。即ち B.C. G.接種に ・1.2%にして，既接種群よりは初期結核症1.5%;肋
依る男女間の陽転度，感受性は自然陽転の場合と多 膜炎0.19る，慢性結核症 0.5%であり，特に肋膜炎に
少異るのではないかと考えられる。 於て未接種群に比し既接種群はその 1/3，石川内科
(c) B. C. G.接種1年後の陽転中 16....20才迄が 調査の成績の 1/?-4，に相当し，また之を各病型別に検
61%と最高を示し， 21--25才迄の 52.2%，11--t5 討すると， B. C. G.未接種群よりは肺内結核， 慢
才迄が B.C. G.接種に対する感受性が7 番高い。 性肺結核，肋膜炎が多し、。既接種群よりは肺内結
(d) B.C. G.ー2間接種に依る 1年後の陽転率は 核，忠吉節性(細実性，増殖性〉結核が多い。就中・ 
64.2%で， 1間接種の夫れよりも高率を示してしる。 B.C. G.接種により肋膜炎が著しく阻止せられ，
。)B. C. G.接種1年後の陽性者から 2年後に また発病しでも結節性結核が多いと云う事が今後注
陰転する者は 13.1%，内(十〉からの陰転率は 16;0 目に価するものではなし、かと考えられる。
%， (*)からの陰転率は 9.4%， (時〉からの陰転 (c)上記有所見率を更に細かに検討すると，B.C. 
率は 1% である。 G. を接種して 1 年後に r~J 反応(+)になった者 
⑤ 8 --30才迄の年令層 9984名に就て過去 3年 からの有所見率は 2.0土 0.4%， (朴〕からの有所見
その発病率並びに病型を観察して次の事項を明らか 率は1.1土 0.3%，(俳〉からの有所見率は 3.9土1.3
にした。%の成績を得た。之はB.C. G.陽転にしても或 
(a)前記9984名をB.C. G.求接種群，既接種群 は自然陽転にしても r~J 反応度の強いものからの
に分けて調査するに， B. C. G.求接種群 5241名中 有所見率が高い事を証明してしる。
発病者は 184名，有所見率 3.5+0.3%，B. C. G.既 (d)上記の成績と既述せる著者の B.C. G.接種
接種群4743名中発病者は 99名，有所見率 2.0土0.64 後の陰転率の成績より考察して，柳沢氏が従来主張
%の成績を得た。即ち既接種群の未接種群に対する せるB.C. G.を接種 1年後の「ツJが(件〉以上
有所見率の比率は 1/ 1 •7 で，諸家の発表の如き良き なれば自然陽転と見倣しても良いとされているが，
成績を挙げ得なかったが，而し著者の調査に於ける 著者は〈掛〉以上は確実に自然陽転と見倣されるが， 
B. C. G. 求接種群とは初検診時 r~J 反応既陽性 〈十ト〉以上と云う事は必ずしも云い得ないと考えて
者群にして勿論陽転時不明なるものを取った為，真 L、る。
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